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五位塚　剛	議員

市 政を問う
　
　
　
　
　
　
　

柳
迫
地
域

は
都
城
市
と
県
境
地
域
で
あ

る
。
柳
迫
地
域
の
人
口
を
増

や
す
た
め
宅
地
分
譲
事
業
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

都
城
市
に
近
く

立
地
条
件
と
し
て
は
良
い
。

今
、
財
部
の
坂
元
地
域
に
分

譲
を
計
画
し
て
い
る
の
で
状

況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

　
　

こ
の
事
業
は
成
功
し
て

い
る
し
、
今
後
の
柳
迫
小
学

校
の
児
童
減
を
考
え
る
と
今

取
り
組
む
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
計
画
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

条
件
、
必
要
性
も
良

い
と
考
え
る
。
坂
元
地
区
を

成
功
さ
せ
て
考
え
る
。

　
　

緊
急
貸
付
制
度
の
市
の

認
定
状
況
と
全
体
融
資
金
額

は
い
く
ら
か
。

　
　
　

２
月
20
日
現
在
で
76

件
の
申
請
が
あ
り
、
す
べ
て

認
定
し
て
い
る
。
融
資
決
定

は
48
件
で
６
億
６
，８
５
０

万
円
で
あ
る
。
残
り
も
融
資

協
議
中
で
あ
る
。

　
　

市
内
の
商
工
業
者
へ
の

独
自
支
援
策
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

市
独
自
と
し
て
は
緊

急
貸
付
制
度
の
借
入
金
の
保

証
料
の
補
助
が
良
い
と
考
え

提
案
し
た
。

　
　

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
方
を

雇
用
し
た
場
合
、
雇
用
助
成

金
と
か
で
き
な
い
か
。

　
　
　

考
え
て
い
な
い
。

　
　

平
成
21
年
度
の
保
育
園

の
申
込
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
　

末
吉
の
樹
心
・
高
之

峯
・
白
鳥
・
ひ
こ
ば
え
保
育

園
が
定
数
に
対
し
て
、
申
込

は
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

希
望
の
多
い
保
育
園
の

定
数
外
に
つ
い
て
は
何
人
ま

で
入
園
で
き
る
の
か
。

　
　
　

年
度
当
初
に
お
い
て

は
15
％
増
ま
で
で
き
、
そ
の

後
は
25
％
増
ま
で
入
れ
る
。

　
　

全
国
的
に
は
子
育
て
支

援
か
ら
保
育
料
の
無
料
も
あ

る
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

第
３
子
以
降
の
保
育

料
は
軽
減
助
成
す
る
。

　
　

北
部
畑
か
ん
の
配
水
管

工
事
が
始
ま
っ
た
が
通
水
開

始
は
い
つ
か
。

　
　
　

受
益
面
積
２
，０
５

２
ha
に
変
更
し
、
平
成
2�
年

度
か
ら
試
験
通
水
を
開
始
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
　

北
部
畑
か
ん
は
最
小
限

に
見
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
。
農
家
は
同
意
を
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

曽
於
市
の
農
振
地
域
の

見
直
し
は
い
つ
に
な
る
か
。

　
　
　

平
成
22
年
６
月
よ
り

全
体
の
見
直
し
基
本
計
画
を

作
成
し
、2�
年
度
見
直
し
す
る
。

　
　

農
業
後
継
者
、
中
核
的

農
家
が
農
家
住
宅
を
建
設
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
　

除
外
に
あ
た
っ
て
は
、

個
々
の
ケ
ー
ス
で
考
え
る
。

　
　

現
在
、
曽
於
市
の
中
心

的
な
農
家
が
畜
舎
の
隣
に
建

設
で
き
な
い
の
は
お
か
し
い
。

除
外
で
き
る
よ
う
権
限
を
強

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
合
的
に
判
断
し
た

い
。

五
位
塚
剛
議
員

池
田
市
長

入居された地域振興住宅（末吉町柳迫）

元気に遊ぶ園児たち

問

市
長

市
長

問

市
長

市
長

市
長

市
内
の
商
工
業
（
自
営
業

者
）
へ
の
独
自
支
援
策
は

保
護
者
の
保
育
料
軽
減
を

柳
迫
地
域
に
宅
地
分
譲
事
業
を

市
長
／�

坂
元
地
区
を
成
功
さ
せ
て
考
え
る

問

問

問 問 問 問

問 問

問 問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

北
部
畑
か
ん
事
業
は
縮

小
見
直
し
を

農
振
地
域
の
見
直
し
を

市
長
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桂　次雄	議員

一般質問
6議員登壇 市 政を問う

　
　
　
　
　
　

大
隅
曽
於
地

区
消
防
組
合
の
総
合
整
備
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

標
計
画
年
次
を
広
域
化
が
予

想
さ
れ
る
平
成
24
年
度
ま
で

に
延
長
し
て
、
整
備
計
画
を

進
め
る
。

　
　

消
防
署
所
有
の
八
合
原

用
地
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
本

部
及
び
北
部
署
を
移
転
し
、

新
た
に
救
急
隊
分
駐
所
を
末

吉
に
設
置
す
る
。

　
　

大
隅
半
島
全
体
の
広
域

化
は
、
地
域
密
着
の
現
救
急

搬
送
、
消
防
体
制
か
ら
は
不

利
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理

者
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

私
も
知

事
に
人
口
は
少
な
い
が
面
積

が
広
い
の
で
困
る
と
意
見
し

た
。

　

今
後
大
隅
地
域
広
域
化
協

議
会
が
設
立
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
消
防
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
　

曽
於
北
部
衛
生
処
理
組

合
は
、
施
設
稼
動
10
年
が
経

過
し
て
い
る
。
各
機
器
は
計

画
的
に
点
検
整
備
、
交
換
を

行
い
機
能
保
持
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
職
員
の

技
術
研
修
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
の

適
正
な
運
営
管
理
と
延
命
を

図
る
た
め
各
機
器
の
点
検
整

備
、
交
換
修
繕
等
を
計
画
的

に
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
職

員
の
技
術
向
上
や
管
理
運
営

の
研
修
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

廃
棄
物
処
理
施
設
管
理

資
格
の
取
得
者
が
４
名
い
た

が
現
在
１
名
で
早
く
資
格
者

の
確
保
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
に

早
く
資
格
を
と
ら
せ
た
い
。

　
　

畑
地
か
ん
が
い
事
業
推

進
及
び
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

曽
於
東
部
地
区
は
ダ

ム
が
完
成
し
、
通
水
が
始
ま

り
県
営
事
業
が
平
成
2�
年
度

ま
で
の
計
画
で
、
85
・
７
％

の
進
捗
で
あ
る
。
曽
於
北
部

地
区
は
ダ
ム
を
中
心
と
し
た

工
事
が
72
・
２
％
で
通
水
予

定
は
平
成
25
年
度
の
予
定
で

あ
る
。

　
　

大
隅
町
の
曽
於
北
部
畑

か
ん
受
益
地
は
、
ほ
場
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
が
そ
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　

ほ
場
整
備
に
つ
い
て

は
将
来
の
展
望
を
踏
ま
え
、

中
山
間
地
事
業
等
で
本
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

大
隅
南
地
区
は
、
県
内

で
も
有
数
の
園
芸
地
帯
で
最

も
水
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。

か
ん
が
い
事
業
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　

大
隅
南
地
区
の
農
業

用
水
の
取
り
組
み
は
、
昭
和

50
年
に
桜
島
降
灰
事
業
で
一

部
取
り
組
ん
だ
が
、
老
朽
化

に
よ
る
改
善
要
望
が
だ
さ
れ
、

現
在
県
営
事
業
で
平
成
22
年

度
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

※
一
部
事
務
組
合

　

主
に
消
防
、
し
尿
処
理
等

の
市
町
村
の
区
域
を
超
え
広

域
的
に
事
務
処
理
を
行
う
団

体
の
こ
と
。

　

曽
於
地
区
内
に
は
、
大
隅

曽
於
地
区
消
防
組
合
（
曽
於

市
大
隅
）、
曽
於
北
部
衛
生

処
理
組
合
（
曽
於
市
大
隅
）、

曽
於
地
区
介
護
保
険
組
合

（
志
布
志
市
有
明
）、
曽
於
地

域
公
設
地
方
卸
売
市
場
管
理

組
合
（
志
布
志
市
志
布
志
）

が
あ
る
。
消
防
組
合
と
衛
生

処
理
組
合
の
管
理
者
が
曽
於

市
長
で
あ
る
。

大隅曽於地区消防組合消防本部・北部消防署

大隅南地区

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の

取
り
組
み
は

桂
次
雄
議
員

池
田
市
長
（
管
理
者
）

問市
長
（
管
理
者
）

問

問

問

一部事務組合の運営及び
今後の方向について
市長／消防組合と協議しながら
　　　対応したい

市
長

市
長
（
管
理
者
）

市
長
（
管
理
者
）

市
長
（
管
理
者
）

問 問 問

市
長

市
長
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そ
の
際
に
は
、
ふ
る
さ
と

最
新
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
市
報
の
最
新
号
を
送

っ
て
い
る
。
関
東
や
関
西
等

の
ふ
る
さ
と
会
が
開
催
さ
れ

る
時
に
は
、
出
向
い
て
寄
附

者
を
含
め
た
郷
土
出
身
者
に

曽
於
市
の
最
新
情
報
や
話
題

を
提
供
し
、
親
睦
を
図
り
新

た
な
寄
附
の
お
願
い
を
行
っ

て
い
る
。

迫　杉雄	議員

歴史ある鬼追い

ふるさと会交流風景

　
　
　
　
　
　

大
隅
半
島
並

び
に
南
九
州
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
、
本
市
並
び
に
観
光

協
会
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
大
隅
広

域
観
光
開
発
推
進
会
議
、
環

霧
島
会
議
な
ど
が
あ
り
、
大

隅
半
島
並
び
に
南
九
州
の
観

光
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

　

曽
於
市
観
光
協
会
は
ま
だ

発
足
し
た
ば
か
り
で
不
足
す

る
部
分
は
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
近
隣
の
団
体
や
自
治
体
と

歩
調
を
合
わ
せ
、
連
携
を
と

り
な
が
ら
曽
於
市
の
観
光
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

観
光
振
興
に
本
市
の
有

迫
杉
雄
議
員

池
田
市
長

形
・
無
形
文
化
財
等
を
ど
の

よ
う
に
活
か
す
考
え
で
あ
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
に
は

国
指
定
文
化
財
１
件
、
弥
五

郎
ど
ん
や
流
鏑
馬
、
鬼
追
い

等
の
県
指
定
文
化
財
が
５

件
、
市
指
定
文
化
財
が
81
件

あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
は

歴
史
的
貴
重
な
文
化
遺
産
で

あ
る
。
商
工
会
や
観
光
協
会

と
連
携
を
図
り
、
観
光
振
興

に
役
立
つ
よ
う
検
討
す
る
。

　
　

景
観
整
備
に
対
し
て
道

の
美
化
運
動
等
、
市
民
総
勢

で
市
観
光
協
会
が
音
頭
を

と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
で
は
曽
於
市
全

体
で
１
６
８
団
体
、
１
，６

７
６
名
の
方
が
登
録
さ
れ
活

動
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
民
総
勢
で
取

り
組
め
る
活
動
と
し
て
啓
発

し
て
い
く
。
市
観
光
協
会
が

中
心
に
な
っ
て
活
動
で
き
る

か
検
討
す
る
。

　
　

本
市
の
環
状
線
整
備
に

つ
い
て
も
道
の
美
化
運
動
等

に
よ
り
景
観
協
定
団
体
の
認

定
を
考
え
、
地
域
の
活
力
を

育
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

平
成
16
年
６
月
に
都

市
、
農
村
漁
村
等
に
お
け
る

良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進

し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
の
景
観
法

が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

　

市
町
村
が
中
心
的
役
割
を

担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

か
ら
、
今
後
曽
於
市
に
お
い

て
も
県
と
協
議
を
行
い
、
同

意
を
得
て「
景
観
行
政
団
体
」

と
な
れ
る
よ
う
推
進
す
る
。

　
　

道
路
沿
い
の
景
観
形
成

に
お
い
て
、
竹
林
整
備
に
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、
県
の
竹
林
整

備
事
業
を
一
ヵ
所
の
み
対
応

し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い

て
は
検
討
す
る
。

　
　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄

附
金
に
つ
い
て
、
受
納
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
。
使
途
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

寄
附
を
頂
い
た
方
へ

は
受
納
確
認
と
同
時
に
、
お

礼
状
と
税
控
除
申
請
の
た
め

の
受
領
証
明
書
を
送
る
。

問

植
村
教
育
長

市
長

観
光
浮
揚
を
め
ざ
せ

市
長
／
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
る

思
い
や
り
ふ
る
さ
と

寄
附
受
納
状
況
は

問市
長

市
長

問

問

問市
長
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徳峰　一成	議員

　
　
　
　
　
　
　

給
料
や
賃

金
、
日
当
で
生
活
す
る
労
働

者
の
数
は
。

　
　
　
　
　

市
内
に
は
１
，

８
２
６
の
事
業
所
、
１
万
４
，

７
６
８
人
働
い
て
い
る
。
本

市
で
は
不
景
気
の
影
響
は
さ

ほ
ど
受
け
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　
　

雇
用
情
勢
で
の
市
長
の

認
識
は
あ
ま
い
の
で
は
な
い

か
。
市
は
１
万
数
千
人
の
労

働
者
の
雇
用
情
勢
を
つ
か
み
、

市
政
の
正
確
な
舵
取
り
を
行

う
べ
き
だ
。

　
　
　

ど
う
い
っ
た
や
り
方

で
実
態
を
つ
か
め
る
か
、
今

後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

商
工
振
興
や
雇
用
相
談

の
窓
口
は
経
済
課
の
商
工

係
だ
が
、
末
吉
２
人
、
大
隅
、

財
部
各
１
人
と
体
制
が
弱
い
。

職
員
を
充
実
す
べ
き
だ
。

　
　
　

経
済
課
で
グ
ル
ー

プ
を
組
ん
で
対
応
し
た
い
。

職
員
増
は
約
束
で
き
な
い
。

（
４
月
１
日
か
ら
末
吉
は
４

人
に
）

　
　

現
在
市
が
雇
用
す
る
臨

時
職
員
は
１
４
２
人
、
市
が

指
定
管
理
す
る
団
体
の
非
正

規
職
員
は
１
２
５
人
。
市
長

は
こ
れ
ら
非
正
規
の
労
働
者

の
首
は
切
ら
な
い
、
さ
ら
に

労
働
条
件
を
守
る
立
場
を
表

明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

職
員
を
や
め
さ
せ
な

い
、
労
働
条
件
を
守
る
こ
と

は
大
事
で
あ
り
、
そ
の
立
場

だ
。

　
　

指
定
管
理
団
体
の
労
働

者
の
雇
用
や
労
働
条
件
を
守

る
た
め
に
、
市
が
適
切
な
指

導
や
助
言
を
行
え
る
協
定
書

の
項
目
が
な
い
。
協
定
書
は

見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　

指
摘
さ
れ
た

点
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
今
後
見
直
し
を
検
討

し
た
い
。

　
　

市
長
は
今
で
も
、
市
長

な
ど
四
役
の
４
年
ご
と
に
支

給
さ
れ
る
退
職
金
制
度
は
必

要
と
の
考
え
か
。

　
　
　

全
国
の
市
町
村
で
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
い
た

い
。

　
　

市
長
が
４
年
間
に
受
け

取
る
退
職
金
は
、
１
，６
６

０
万
円
、
１
ヵ
月
平
均
�4
万

５
千
円
、
こ
れ
に
市
長
の
給

与
を
加
え
る
と
１
ヵ
月
１
１

３
万
８
千
円
と
な
る
。
そ
の

他
に
賞
与
の
支
給
が
あ
る
。

　

私
が
市
民
に
聞
い
て
も
市

長
は
も
ら
い
す
ぎ
、
退
職
金

は
高
す
ぎ
る
と
の
声
は
多
い
。

こ
れ
ら
の
声
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
。

　
　
　

職
員
の
給
与
、
市
長

の
職
務
の
こ
と
な
ど
考
え
る

と
妥
当
な
額
だ
と
考
え
る
。

　
　

私
は
１
年
前
の
一
般
質

問
で
、
見
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
く
、
書
き
や
す
い
市
・

県
民
税
の
申
告
書
と
説
明
書

の
改
善
点
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
提
案
を
含
め
質
問
し

た
。
今
年
は
大
方
改
善
を
し

て
頂
い
た
。

　

曽
於
市
は
高
齢
者
が
多

い
現
状
を
考
え
る
と
、
ま
だ

ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
多
い
。

今
回
私
は
、
記
入
枠
を
大
き

く
す
る
、
専
従
者
控
除
や
扶

養
控
除
に
つ
い
て
な
ど
12
項

目
に
つ
い
て
改
善
を
要
求
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
議

員
が
指
摘
さ
れ
た
点
を
も
と

に
、
今
年
の
申
告
書
は
改
善

し
て
き
た
。
た
だ
今
指
摘
さ

れ
た
点
は
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

商工担当窓口の経済課

さらに改善が求められる申告書

徳
峰
一
成
議
員

池
田
市
長

問

書
き
や
す
い
申
告
書
に

改
善
を

中
山
副
市
長

問

池
之
上
税
務
課
長

市民の雇用を守る支援策を

市長／実態把握につとめ，検討する

市
長
な
ど
四
役
の
退
職

金
は
高
い
と
思
う
が

問

問問

問 問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長
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山下　諭	議員

　
　
　
　
　
　

現
行
長
寿
祝

い
金
、
敬
老
祝
い
金
は
、
節

目
年
齢
で
の
支
給
で
70
歳
、

77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、
90
歳
、

99
歳
、
１
０
０
歳
で
あ
る
。

　

こ
の
節
目
と
節
目
の
期
間

が
70
歳
か
ら
77
歳
間
が
７
年
、

80
歳
か
ら
88
歳
間
が
８
年
、

90
歳
か
ら
99
歳
間
が
９
年
と

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
長
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
５
年
き

ざ
み
ぐ
ら
い
に
し
て
、
広
く

長
寿
を
祝
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　

現
在
の
方
法
を

変
更
す
る
考
え
は
な
い
が
、

常
に
検
討
は
し
て
い
る
。
曽

於
市
は
70
歳
ス
タ
ー
ト
だ
が
、

山
下
諭
議
員

池
田
市
長

重久ツルヱさんの100歳のお祝い（大隅町牧）

市内を縦断する思いやりバス

志
布
志
市
は
77
歳
で
、
80
歳
、

88
歳
か
ら
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

も
し
変
更
す
る
と
な
る
と
節

目
を
迎
え
る
人
と
の
矛
盾
が

出
て
く
る
の
で
難
し
い
。

　
　

現
在
の
厳
し
い
経
済
情

勢
を
反
映
し
て
の
雇
用
情
勢
、

就
労
状
況
の
把
握
が
さ
れ
て

い
な
い
。
市
内
及
び
市
外
へ

の
就
労
状
況
を
把
握
し
て
対

策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

企
画
課
と
経
済
課
で

担
当
し
て
い
る
が
、
特
に
市

外
へ
の
就
労
状
況
把
握
が
で

き
て
い
な
い
の
で
、
出
来
得

る
調
査
を
し
て
対
応
し
た
い
。

　
　

今
回
支
給
さ
れ
る
定
額

給
付
金
を
、
地
元
商
店
で
使

う
方
法
の
検
討
は
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
　

定
額
給
付
金
は
曽
於

市
で
６
億
７
千
万
円
で
あ
る

が
、
こ
の
金
を
活
用
し
て
の

施
策
は
な
い
。
商
工
会
か
ら

の
話
も
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
同
時
に
交
付
さ
れ

る
地
域
活
性
化
交
付
金
を
利

用
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
券
（
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
券
）
発
行
補

助
を
行
う
。
通
常
分
６
千
万

円
と
今
回
分
１
億
円
で

１
億
６
千
万
円
の
10
％
、
１
，

６
０
０
万
円
の
補
助
を
行
う
。

　
　

平
成
19
年
４
月
か
ら
運

行
し
て
い
る
財
部
末
吉
大
隅

間
の
思
い
や
り
バ
ス
は
利

用
者
が
少
な
い
。
19
年
度
で

運
行
費
用
１
，３
４
７
万
円
、

う
ち
市
補
助
１
，２
７
７
万

円
に
対
し
、
１
日
の
平
均
8.9

人
、
１
便
平
均
1.�
人
の
利
用

者
数
で
あ
る
。
目
的
ど
お
り

の
効
果
が
上
が
っ
て
い
な
い

の
で
は
。

　
　
　

市
民
の
交
流
に
よ
る

市
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で

運
行
し
て
い
る
が
、
利
用
者

が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
思

い
や
り
タ
ク
シ
ー
を
含
め
て

市
交
通
対
策
協
議
会
等
の
意

見
を
聞
き
、
利
用
者
増
を
図

る
努
力
を
す
る
。

※�

思
い
や
り
バ
ス
は
、
た
か
ら
べ
温
泉

〜
財
部
駅
〜
末
吉
本
町
〜
岩
川
〜

医
師
会
立
病
院
を
運
行
し
て
い
る
。

　
　

曽
於
市
ブ
ラ
ン
ド
確
立

推
進
事
業
と
し
て
５
０
０
万

円
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

事
業
内
容
は
。

　
　
　

市
に
は
多
く
の
特
産

品
等
が
生
産
販
売
さ
れ
て
い

る
が
、「
曽
於
市
」
の
知
名

度
や
産
地
と
し
て
の
認
識
は

低
い
。
特
定
の
物
で
は
な
く

総
合
的
な
曽
於
市
の
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
る
た
め
、
市
場

調
査
、
消
費
動
向
調
査
、
販

売
路
拡
大
、
観
光
と
の
関
連

等
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
開

発
、
認
定
調
査
認
証
を
行
う
。

　
　

施
政
方
針
で
学
校
開
放

は
積
極
的
に
行
う
と
あ
る
。

　

過
去
の
学
校
で
の
事
件
か

ら
問
題
は
な
い
か
。
開
放
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
に
周

知
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
も
学

校
行
事
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
開
放
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
安
全
な
遊
び
場
確
保
、

社
会
教
育
団
体
等
の
活
動
促

進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

雇
用
情
勢
の
把
握
と

対
策
を

定
額
給
付
金
の
活
用
は

市
長

市
長

問

問

市
長

問

市
長

問

問

節
目
期
間
の
見
直
し
は

市
長
／
矛
盾
が
出
て
く
る
の
で
難
し
い

思
い
や
り
バ
ス
の
効
果
は

ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
と
は

学
校
開
放
は
周
知
す
べ
き

植
村
教
育
長
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西川　熊則	議員

西
川
熊
則
議
員　

は
ざ
ま
牧

場
開
発
に
つ
い
て
、
末
吉
町

諏
訪
方
五
位
塚
と
入
佐
集
落

と
の
間
に
、
大
型
養
豚
場
の

計
画
が
あ
る
が
、
そ
の
経
緯

は
。

　
　
　
　
　

今
回
の
開
発
に

い
た
る
ま
で
に
平
成
元
年
か

ら
農
場
周
辺
の
土
地
を
取
得

し
て
、
平
成
８
年
に
農
場
建

設
に
着
手
、
林
地
開
発
許
可

西
川
熊
則
議
員

池
田
市
長

等
の
問
題
で
一
時
中
断
、
平

成
17
年
９
月
７
日
付
で
県
知

事
の
許
可
が
出
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
造
成
に
至
っ
た
。

　
　

こ
の
事
業
の
経
費
と
規

模
は
。

　
　
　

敷
地
造
成
工
事
他
合

計
で
７
億
６
，４
３
７
万
円
、

５
千
頭
規
模
の
農
場
建
設
に

な
る
。

　
　

新
聞
の
記
事
に
鹿
児
島

側
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と

あ
る
が
。

　
　
　

そ
れ
は
つ
か
ん
で
い

な
い
。

　
　

そ
れ
で
は
県
庁
か
ら
の

要
請
な
の
か
。

　
　
　

数
年
前
当
時
の
南
畜

経
営
者
か
ら
協
力
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
。

そ
の
他
は
な
い
。

　
　

ま
ず
は
５
千
頭
規
模
で

ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
こ
れ
は

守
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　

公
害
防
止
協
定
で
常

時
５
千
頭
を
限
度
と
す
る
と

あ
る
の
で
、
守
っ
て
頂
け
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

調
整
池
の
目
的
は
。

　
　
　

防
災
を
目
的
と
し
た

池
で
４
・
55	

ha
に
降
っ
た
雨

水
を
溜
め
て
開
口
17
㎝
の
排

水
口
か
ら
調
整
し
て
流
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
尿

を
溜
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

林
地
開
発
許
可
手
続
の

中
で
、
市
が
出
し
た
意
見
書

の
内
容
と
提
出
日
は
。

　
　
　

提
出
日
は
、
平
成
17

年
８
月
2�
日
、
地
元
住
民
に

対
す
る
十
分
な
理
解
と
同
意

を
得
て
か
ら
開
発
行
為
に
移

っ
て
頂
き
た
い
と
の
内
容
で

提
出
し
た
。

　
　

提
出
し
た
意
見
書
が
県

の
許
可
条
件
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　

災
害
や
公
害
が
開
発

に
起
因
す
る
苦
情
そ
の
他
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
開
発
行

為
者
が
責
任
を
も
っ
て
適
切

に
対
処
す
る
こ
と
の
意
味
が

入
っ
て
い
る
。

　
　

７
つ
の
水
利
組
合
は

２
９
１
名
、
反
対
署
名
者

２
２
７
名
、
78
％
の
こ
の
反

対
署
名
率
を
市
長
は
ど
う
判

断
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

養
豚
場
の
処
理
水
を

湯
之
尻
川
に
流
す
こ
と
に

は
、
絶
対
反
対
す
る
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
処
理
水
を
流
す

の
で
は
な
く
、
雨
水
を
調
整

し
て
流
す
と
い
う
認
識
を
わ

か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

湯
之
尻
川
の
修
復
計
画

が
あ
る
の
か
。

　
　
　

今
の
と
こ
ろ
計
画
は

な
い
。
状
況
に
応
じ
て
当
然

水
害
が
出
そ
う
で
あ
れ
ば
、

改
修
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。

　
　

こ
の
水
系
の
現
況
調
査

を
す
る
用
意
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

調
査
す
る
よ
う
指
示

す
る
。

　
　

水
利
組
合
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
十
分
汲
ん
で
頂

き
、
市
長
自
ら
水
利
組
合
の

方
々
と
話
し
合
い
を
さ
れ
る

用
意
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

当
然
市
と
し
て
話
し

合
い
、
ル
ー
ル
の
中
で
仲
介

役
と
し
て
中
に
入
り
、
と
り

ま
と
め
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

予定地

村山川

白毛川
白毛

胡摩

そ
お
街
道

松山町へ

入佐五位塚

財部町へ

諏訪神社

諏訪小

和田

県道光神山諏訪方線

はざま牧場（末吉町諏訪方）周辺地図

建設中の調整池

問

市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問

問市
長

市
長

問 市
長

㈲鹿児島農業総合開発
（はざま牧場）の事業は

市長／市として話し合いを進めたい

市
長

市
長

市
長

問

問 問


